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          合 成 蚊 取 線 香 の 研 究
        第i報 第2報Benzophenone線香 に 就 て
         高 野 武 之 助 ・村 澤 勇 ・大 野 稔
 戦前は世界産額の約7割 を占め,吾 國の重要な輸出農産物であっ¥こ駄虫菊ぱ,敗 職後の深刻
な食糧難 に禍 されて共の生産が激減 し,昨 今の塵額は最盛期の僅 に1割 内外 とゆ う有様で,此
の状態は未だ當分の聞績 くものと豫想される.
 一方除虫菊の需要は,共 の素暗 しい殺轟性のために,農 藥 として又は衛生上の殺鉱剤 として
極めて大で,現 在の産額 では輪出はおろか,吾 々の生活に密接な開係を持つ蚊取線香 も製造出
來ない朕況である。
 そこで除贔菊粉を主材 とせすに,こ れに代 るべ き合 成藥剤 を入れた蚊取線 香即ち合成蚊取線
香を研究 し,洗 入藥刑 として1)nzophenoneを ∫胆・る事により,一 慮在來 の線香に比 して,
効力の劣 らない ものを製造する事が出來たので,共 の概要を護表する。
 (1)線 香の効力試瞼方法:寳 捻室灼に簡易に効力を比較するため,内 容約1851の 肉冨ガラ
ス製圓筒の上下に圓仮を営て.共 の中で05gの 線香片を燃やす.此 の漁㌧沖 に 「イエバイ」の
羽化後5～7口 目の ものを10匹 入れ,此 の時より測秒を開始 して 「ハイ」が飛翔歩行不能になつ                      へ
て仰輻 す る数 を時悶 と共 に讃 む.1試 験は概la 30分 で絡 る.術 此 の試瞼 の結果 は 「ハイ」 を飛
翔 歩行不 能 に させ る作用 の張 さを表 はすので 「ハ イ」 を致死 させ る事 とは意味が異 る事 を断 つ
て置 く.
 (2)線 香 の原料:在 來の線香は除轟菊粉 に若干 の木粉,色 素等 の補助剤 を入れて,擶 粉で
固 めた もの であ るが,合 成線香では菊 粉の代 りに抽出粕即 ち除轟菊 よ り共 の有効成分のPyre
thrineを 抽 出 した後 の津 り粕 を主材 に して,之 に合成 藥剤 を混 入 し,柄 粉で 固めた.'術1'yre
thrineを 抽 出 した除轟菊 エキスは,農 …藥始め各狂殺轟剤 の原料 とな る もので,抽 出粕 ぽ 今 ま
で餓 り利用 されす,魔i粟 されて居た ものであ る.
 (3)混 入藥剤 の選 定:在 來の蚊取線香醸唖中の・Pyrethr量ne以 外 の有 効成分 に就ては,山
本(1),長 瀬(2)等 の諸氏 の研究 があ る・吾 々}ま此 等の研 究を基 とし.次 の諸瓢 即 ち(i)殺 贔力,
Ci)人 畜 に有 害な瓦斯 や,悪 臭 を嚢 生せ卑事,(iii)特 殊な原料 を必要 とせす,合 成 も容易で.
安定 な化合物 であ る事 等 を 考 慮 し て,Benzophenonc(1)・ct・iNTaphthyhncthylether(ll ),
β一Napllthylmethylether(皿),1)imethylphthalate(皿)・Nal)hthalene(V)の5化合物 を先 づ
選 定 した.此 等 の化合物 中(V)を 除 く4化合物 は,夫 々第1表 の組成で合域線香を造 った.(V)
のNaphthalene線 香 は以了lfj 1:試 製 された もの で, Nal)hthaleneの%は7%Pyretllrineは
0.2%で あ る,
                   (67)
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               第  1 表
    鰍 狸 「抽・細 菊wa即 鵬 卸 ・礫 醐 ・・…tl・r…%
      ・・gl・ 。9「28gl…i・ …1・29
     備考 %は すべτ風乾物に遡するもの,以 下同じ
 以上5種 の線香 と1)yrethrine O.55%の 除轟菊製線香(標 準)と 髪・以て,共 の効 力を試 験 した
結果は,第 壊 の通 りで ある.    ・
               第  2 表
   落下剃 Il]i i皿1皿lv擁 準
    19%ll劉1響1攣1響 、嬬 秒1攣
    30     2. 55    、 3. 15      3. 45     4. 35     16, 20      2. 45
    鮒 驚1馴1:1: 1:19 1:認 ll:lbO l:1:
    60 5.2,)14.30 ・7.25 9.bD 40.45 8.25
    ・・6.・ ・ 巨 ・・ 9. 25・5.・ ・ 一 ・1.55
    80     8. 15  1   6. 25     15. 25     22. 20       -       17, 05
    90 11.1011L4,0 20.00 47・65  -  24.40  
1・0 20.0・[19・5・ 38・45 -  - 48.40
   註 落下率:落 下しrこ虫数 と全虫数 との百分比
 全般的 に見て,標 準 よ り良いのは(1),(9),(酊)で あ るが,特 に(1),(9)は 良好 であ る.
そこで(D,(皿)を 選 び,第3表 の多職 で線香 を造つて試験 した.術 これか ら後 の標 準 に は
IPyt'ethrinc O53%の 除虫菊製線香 を使川 した.
               第  3 表
    藥燃 入測 抽 ・羅1木 粉 卸.f'・ 粉 量1混 礫 綱 …e・h・ne・%/
      5・gl伽 ・1 …gi・ ・.・9皿「5「・17
        第4表    試験の線 は・第壊 の鋤 であるt・
  鵠 漏1漏 巴轟 綴 課 謬誓鼎)誤
   20  7,15  11.30   4.'40   艦標 準 に似た効 力を示 して居 る・ それ故
   30  7.45  12.35   5.55  吾 々は混 入藥剤 として ぐ1)即 ちBenzo-
   40  8.55  14.55  7.05  phenoneを 選 定 した.
   50      9L 40      16. 35       8, 20
   6・ 9.50 、8.5。 、 、。.15 (4)Be・z・1・}・en・ ・n・の混 膿 度 ・
   70  11.25  22.40  11.45' 第5表 の様 な組成の線 香 を造 り,混 入藥
   80 13・b25  25・25  15・15  剤の濃度差 に依 る殺贔 効果 を試験 して,
   90    15. 25     35. 00     22. 40
   、00 2、.25 - 32.45 第6表 の糸課 を細 こ・   '
                     之 より分 る様に,藥 剤の全然入つて居
                 (68)
         高野。村澤・大野:合 成蚊取線呑の研究(箔1馴 乏・∫祷2報)
                 第  5  表              。
  鱗 ・・1混入 量1菊 棚 ・「構 量 瞳 縫i・ ・咄細 …e・hr・碗 ・礫 齊・1・・
    117.5gI9.59 3.09130.Ogl5り.09iO.21.7.5
    2 5・ 8.・ 3.・ 3α・ 54.・1・ ・2115・ ・
    33.OI7.03。030.057.OO.2113.0
    4- 0・ 6・0 3・0 30・0 61・0 0・21iO
                ＼第  6  表
   落下劉 ・・・… )・・1・ …i・ α 娼 標 剰N…                                  
    10%     4分隔4()秒.    3分35秒     12分10砂  4    -          3分35秒 1   5分 ・15秒
    20     5. 3〔)     4, 50     12. 5〔)      -        5. 05      6. 35
                                  
    30     6. 05      5. 35     14. 15       -}        5. 50  1   6. 50
    4・ 6・4・ 6.2」 ・6・55 -  7・2・17・50
    5〔)     7. 03      7. 30     26・ Oo      。-         8・ 30   1   8・ 35
    ω 7・15 8・40 42・30  -  10・1519・50
    7・ 8…  9・55 -  - 12・10110・ 、50
    8J     9. 05     11. 10       -         -       17. 45  1  12. 25
    9) 9・55 13・50  -  -  28・OUll4・00    
100 13.05 .15・55  一 幽  一  40・ODl21・05
ない も・の(N O.4)は 殆 ん ど効力がIS tr.・叉NO.3も 除 り効か ないが, NO2は 標準 に比 し良好 で
あ る.そ れ故 混入 濃度 はNO2即 ち5%が,必 要 にして十分 な る濃度 と決定 した.
 (5)1'yrethrineと の相互 協力作用:合 灰線香の主材 に した抽川粕rl」には,未 だ才Il干の
                が                                       
pyrethrin〔 ・ が 幾r'し てf[il一る が,之 とBel1ZOPhclloneとの 聞 に和 互 協 力 作 刑 が あ るの で は な
い か と考 へ,Pyrethrilleの極 め て 少 い 抽 出 鞠 を 用 い て,1'yretllr{11e O.05%の5%Benzo-
phenone混 入 線 香(NO.5)を 造 り試 験 した 庭,第5表 のNO.2. Nq5の 様 に ・;{{1互 協 力 作 用 が 才「1
                                '干あると考へ られる結果を得加 それ故成 る可 くPyrethrineの 多 く残つて居る抽出粕を原*・,}
にした方が良い.
                             (6) 攣質試験:除 轟i菊婁乏            第  7  表
   落圃 一 」…127・L座 鵡 農替熱 蠣撒 砦   
19%1響 隠 酬 響1攣 齢 贈磁 て之鰯 ・
    30   7。05   7.30   7.OO   5.15  した.即 ち第3表 の様 な組.成
    40  8・15  7・55 : 8・05  6・05 の1≧enzoPhellone 5%混 入線
    50  9・10   8・15 : 8・35  7・55  香 を35。の恒温器中に 入 れ60
    6こ}     9. 50      9. 25      9. 20      9. 55
    70  10.40  11.05 110.OO  ll.3D  r]及240日 後 の効力を試 験 し
    8・ 12。・5 12・20[・0・45 14・15 た.-」/;の糸線 は第7表 の様1こ
v・1躍:li網11:1馴ll:ig徽糠 襯 灘
                   (69)
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を恒温器 に入れす 常温 に放 置 しナこものである.
 (7)蚊 に封す る効 力試験:一 般 に合成藥剤u)殺 鐡 力は,劃 象 とな る虫の種類 に依 つて一定
しない.「 ハイ」 に劃 して…慮 良好 な給果 を得 たBcnzophonoiie線 香 も,蚊 に劉 す る効 力 を
試験 する事が必要 である.使 っ た蚊 は 「アカイエカ」 で,試 験 方法 も 「ハ イ」 の場合 と大髄 同
様 であるが 「ハ イ」 に比 し抵抗Jjが 弱いので,線 香 を圓筒 中で60秒,30秒,15秒 聞つ つ燃 や し
て,燥 唖の濃 度を下げ た.共 の結果 は第8表 で,1～mzoP】1mOIleの 方が標 準 よ り良 く効 いて居
                 第  8  表
         5%B・nz・ph・n・ne線 香     標 準 線 香
   落陣 ・ 秒1・ ・秒 い5秒 '面・ド 「適1-・5恵 「
    19%1柵1攣 淵 秒1,酬 雛 砂ほ1鰭
                                                 
    30     3. 15      41, 15      9. 30      7. 20     12. 20     16, 15
    40     3. 35      4. 35   1   9, 50   1   8. 20   1  14. 00      16. 55
    5Q 4.45 6.2。Il3.。519.、5 、4.2。 2。.。 。
    男 1:認 1:ll I塗:器 ;:釜 ll:ll l ll:13'
    80     5. 4,0      9. 30     33. 00     10. 30      22. 15        -
    90     6. 20      12. 20   1    -        13. 00      23. 20        -
    100     7. 40     ]5. 40       -        18. 15        -          -                 1
り,之 は濃度が薄 くなつ て も同様 である.そ れ故BellzOphellom線 香 は實 瞼室的な試験で は
        へ
除 贔菊製蚊 取線 香に比 し優れた効力を持 つて居 る事 が石鷹忍さ死tた.
 (8)實 地試験:以Lの 試験 は,す べて密閉 された器 内 に於 け る効力試験 であ るので實 際 に
室内で使 川 した 際の効力 を知 るためBenzophenolle粒 良香 を試 作 し,關 係 方而 に使用 を依頼 し
て其 の効力 を聞 いた庭,全 般的 に見て在來 の蚊取線香 と同等又 は それ以上 の効力 あ りと言 うも
のが約75%で あつ た.
 (9)結 語:除 轟菊抽出粕 を主材 とし,之 に5%のBenz・phenOlleを 混 入 した合 域線香 は,
以上 の試験 に依 り在來 の除壼掻菊 製蚊取線 香に代つて,、充分 に使 用す る事 が出來 る.併 し蚊 取線
香 の効力 は輩 に含有 され る殺墨城 分 の量 のみ では決定 川來す線 香の諸原料の 重屯類 や質,組 成,
製造 條件,型 態等 に依 り効 力に署 い ・差異 のある事を附鷺 して置 く.
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